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議員定数は、市政に市民の声を届け 市政をチェックする人の数

民主主義にかかわる重大な問題であり慎重な

審議が必要です	

いま市議会で、議員定数削減の動きが強まってい

ます。12 月議会で自民党が、議員定数２名の削減

を提案、優先的に審議するよう求めました。この提

案に公明、分・維新、高木議員（立憲）、吉野議員

（コ）も同調しています。	

狛江市では人口が増えているのに議員定数は

減らされてきました	

	 しかし議員定数は、市政に市民の声を届ける人

（議員）の数であり、市政の問題点をチェックする

人の数でもあります。しかも狛江市では、人口が増

えているのに議員定数は減らされてきました（グラ

フ）。民主主義にかかわる重大な問題であり慎重な

審議が必要です。	

定数削減は、市民要望を市政に届ける道を狭め

てしまいます	

	 いま市民要望は子育てや介護、福祉、医療、防災、

まちづくり、交通安全、公共交通など多種多様にな

っています。定数削減はこれら多様な要望を市政に

反映させる道を狭めてしまいます。	

現行定数を維持し、市民の願いを実現する議会

改革こそ必要	

	 現行定数を維持し、「市民の声を聞き市民の願い

を実現する」市議会の役割を十分発揮できるように

するための議会改革こそ必要ではないでしょうか。	

	

	

	

☆小金井市議会では、議会のあり方（定数・報酬等）

について、市民との懇談会を開いて市民の意見を聴

く取り組みを行なうなど１年半にわたって慎重に

審議しています（写真）。狛江市でも市民の声が反

映される市議会をめざしましょう。
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議員定数削減について	－議会運営委員会を傍聴して－

	 今、なぜ、削減するのか、積極的理由が不明で理

解に苦しみました。	

	 自民明政クラブの提案理由は、少子高齢化でいず

れ狛江も人口が減少する、安定した行財政運営のた

めに身を切る改革が必要、多摩 10 万未満平均は

20.5 議席、「特別職報酬審議会の答申」の附帯事項

として議員定数の指摘があり、報酬は 4 月から上げ

たから、年度内に定数を２名削減する、とのこと。

議論の中で、市民から物価高騰で生活が苦しいと批

判の声があるから（定数削減を）との説明もありま

した。皆さん、どう思われますか？	

	 まず、多摩での類似９市の人口と議席数を見てい

ただければ一目瞭然、人口を定数で割った値を見る

と、狛江市は中央にあります。つまり、他市比較で

は議席は多くありません。一定の範囲であれば人口

が少なければ議員数が減るのは当たり前で、10 万

人以下の議席をそのまま平均するのは恣意的な扱

いです。それなら多摩26市議席平均は24.8になり、

３名増員でも平均となります。狛江市は 1983 年当

時は人口 7 万人に対して議席 28 人、2024 年 8.2 万

人に 22 議席と大きく削減してきた歴史もあります。	

	 狛江市も将来は人口減少する見通しであるとい	

うことが、いま議席を減らす理由になりません。	

	

	

驚くべき「先取り」！こんなことが許されたら、将

来はこうなるはずだからと何でもまかり通ること

になります。その時が来てから対応すれば良いこと

です。	

	

	 「身を切る改革」？	 そう思うなら議員報酬の引

き上げに反対すべきではないですか。引き上げに賛

成しながら、「安定した行財政のため」とは口実に

もなりません。市民からの「生活が苦しいのに…」	

という声を理由に削減することは逆に不謹慎です。	 	

全く別の問題であるとともに、そういう声を押しつ	

ぶすことに繋がりかねません。提案者は市民の生活

を守ることを真剣に考え、国や都への要請ととも	

に狛江市でも積極的に実施させていますか。議員の	

役割は正面からそれらの声を聴いて、市として取る

べき方策を考えることではないでしょうか。	

	

	 理由にならない理由を挙げて、削減することだけ

が目的になっている、すなわち市民の意見をなるべ

く聞かない議会にすることが目的の提案としか私

には思えませんでした。(M.N)	

	

	

	

	

類似団体 人口 定数 人口/定数 

稲城市	 93,916  22  4,269  

東大和市	 84,996  22  3,863  

あきる野市	 79,244  21  3,774  

清瀬市	 75,011  20  3,751  

狛江市	 82,048  22  3,729  

国立市	 76,079  21  3,623  

武蔵村山市	 70,696  20  3,535  

羽村市	 54,126  18  3,007  

福生市	 56,582  19  2,978  

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

*類似団体とは人口、産業構造が似ている

市区町村を総務省が分類したもの	

人口・定数は全国市議会議長会の調査結果

（2024/12/31）「民報こまえ」より借用	
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公民館・地域センター等の団体登録・予約システムの 

一方的な変更はするな

	

	 昨年 12 月に突然「広報こまえ」に掲載され

た、団体登録・予約システムの変更「説明会」。

事前に登録団体には通知されず、「何事か」と

心配して参加した参加者には「寝耳に水」の説

明が行われ、困惑する参加者に「ご意見は承り

ました」というだけで、再検討する意思を示さ

なかったそうだ。	

	 従来はいずれも窓口で手続きが出来たが、２

月以降は全てネット上で申請（公民館の団体登

録は窓口）、鍵の受け渡しもネット上での支払

い証明画像の提示ということで、カード決済を

導入したことを理由に、現金払いの場合にも従

来の使用許可書を発行しないとのこと。支払い

も抽選予約なら２週間以内、一般予約は１週間

以内に支払わないと取り消され、しかも支払っ

た金は予約をキャンセルすると、返却も後日へ

の振り替えもしないという。	

	

	

	

	 このような変更をわずか１ヵ月しか猶予を

置かず、２月１日からの抽選予約、４月以降の

実施を決めている。そのための団体登録を 1 月

15 日～31 日までにしなくてはならず、しかも

会員全員の氏名・住所に加えて従来は無かった

生年月日（重大な個人情報）まで記載すること

が求められている。これまでのやり方とは明ら

かに異なり、窓口での混乱は必至と思われる。

利用できない方（高齢者等）お断りの、「冷淡

な貸館」のようだ。さらにホームグランド制な

どと呼び、１カ所しか抽選予約ができないよう

にする。	

	 あまりに性急で強引、一方的なやり方がこの

頃、多すぎると思うのは私ばかりではないと思

う。いま、必要なことは従来通りのやり方も継

続し、担当部署である教育委員会・地域活性課

は謙虚に利用団体の意見を聞き、再検討すべき

であろう。	 	 	 	 	 	 	 和泉本町	 西尾真人

	

	

市民センターは使いやすくなった？
	

図書館の分割という最大の問題をかかえたまま改修工事が行われた旧市民センター。市民の声は

おろか、利用団体の声も聴かず、聞くところによると職員の声も反映されないまま、「こまえみら

いテラス」と愛称を変え、リニューアルオープンから３ヶ月。若者たちの姿が多く見られるように

なり雰囲気も変わりましたが、一方以前からの活動団体は減ってしまったように見うけられます。

ハード面とともに利用時間帯の４区分・予約システムなどのソフト面、そして新システム導入への

利用者不在の進め方など、使った方からは様々な声が寄せられています（次ページ。皆さんの声も

お寄せください。）	

市民センターが本当に市民に愛され、学びの場となり、市民活動と市民の交流が活発に行われる

施設となるために、市民参加と市民協働条例に基づき、市民と職員の声を真摯に聞く場と、改善が

必要なのではないでしょうか。	
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公民館利用者の声から 

	

	 	

	

	

	

	

	

①利用団体の倉庫と紙折り機 

利用団体は、設計段階から団体活動室として機能するように置場と合わせて印刷機・紙折
り機・裁断機などの備品と簡単な打ち合わせができる部屋にすることを求めてきた。しかし
意見は入れられず、地下に移り全く無惨な倉庫となり、紙折り機は通路のような一隅に置か
れ、地下のロビー中に響き渡る騒音源となっている。 
倉庫は上下４段の内、上２段は脚立が無ければ物の出し入れが難しい。したがって脚立が

必需品になるが、脚立は通路幅と隙間が 20cm ほどしかなく、作業していると人が通ること
は難しい。狭いところでの作業になるため、足を踏み外さないか心配になる。電源は棚の位
置の壁側に隠れるようにあり、慣れないと見つけられない。本当に息苦しい場所で、物の出
し入れ程度しか居られない。 
 紙折り機は足元のわずかな隙間から電源プラグを差し入れる。何よりもその騒音！使用す
ると必ずと言ってよいほどロビーにいる人が「何事か！」と覗きに来る。折る前に、ロビー
にいる人に断って作業しなくてはならない。印刷機はまだ入っていないため、こまえくぼの
印刷機（１F）を使用した（要こまえくぼの登録）。そこは打合せを行う場所であり、周囲に
気を使わなくてはならない。 
 周りを気にせず作業の出来るスペースと、公民館利用者用の印刷機＊を早急に設置してほ

しい。（＊２月に購入され、地下の紙折り機の脇に置かれるそうです。） 

 
	

	

	

	

	

	
紙折り機 

呄
吪
呎 

電源スイッチ 

利用団体の物置 

２段目の棚の上部 

②なんとかして！鳴り響く図書館閉館のアナウンス 

 公民館を使って夜間活動していると、8時の 20 分前に突然「間も無く図書館が閉館時間に

なる」の旨のアナウンスが鳴り響き、8 時までの間に３度繰り返される。聞いた人は緊急通

報かと驚き、音楽や学習会などは中断を余儀無くされてしまう。しかも最初からの設計が各

部屋ごとの音量調節はできないようになっているので、改修には大規模な工事が必要だとい

う。なぜ、設計時にそのような配慮が出来ていないのか、迷惑この上ない。少なくともアナ

ウンスの内容を簡略化して 1 回にするなり、放送は中止するなりしてほしい。 

 その他にも室内のスウィッチの位置とか、調理室の調理設備の配置とか、使う人の身にな

って設計したとは到底考えられないことが多すぎ。実施設計の段階で、利用者や職員の声を

聞いていないためなのは明らかなのでは？ 
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2 月の市民運動などの予定
 

※今月、市民運動団体などが予定している各種会議やイベントなど、日程を掲載するコーナーです。編集
部が把握する情報には漏れがあると思いますので、ぜひあなたの情報をお寄せください。※本紙に折り込
んでほしいビラなどがありましたら、280部用意してください。会報製本・仕分け作業日前日が締め切り
です。折り込み希望の方は、可能な限り、会報の製本・仕分け作業をお手伝いください。
 

	

2 月 20 日（金）から 3 月議会が始まります。 
陳情締め切りは 2 月 9 日（月）です。

日  時 会場など 内   容 問い合わせ先など 

選挙中のため
中止 

狛江駅北口 Silent Standing	
《平和憲法を広める狛江連絡 
会》《こまえ九条の会》 

4 日（水） 
13 時３０分
～ 

市議会 
委員会室 議会運営委員会 議員定数削減を議事日程にあ

げるかの協議。傍聴しよう！ 

8 日（日）  衆議院議員選挙投開票日  

9 日（月） 
15 時～16時 

狛江駅前 ９の日行動 戦争なんてイヤだ！狛江市民
実行委員会 

13 日（金） 
10 時～ 

みんなの広場 「豊かな狛江」3月号 
       編集会議  

19 日（木） 
16 時～ 
17 時 30 分 

中央公民館 
多目的室 5 

《平和憲法を広める狛江連絡 
会》《こまえ九条の会》合同世
話人会 

初めての方も気軽にご参加く
ださい。 

23 日（月・祝） 
９時 30分～ 
11 時 30 分 

中央公民館 
講座室 

第３回学習会 
「子どもたちが生き生き育つ
まちづくり」 

市政を考える会 

23 日（月・祝） 
14 時～16時 

みんなの広場 豊かな会拡大世話人会 世話人以外の方の参加歓迎で
す。 

24 日（火） 
9時 30分～ 

みんなの広場 豊かな会会報『豊かな狛江』 
3月号の製本・仕分け作業 

折り込みのある団体はご参加
ください。 

25 日（水） 
10 時～12時 

東京土建狛江
支部会館 

こまえ社保協 
 

各加盟団体の皆さんは、ご出 
席ください 

25 日（水） 
17時30分～
18時 30分 

狛江駅前 《消費税をなくす狛江の会》
の署名行動 

民主商工会や東京土建狛江支
部が中心。第４水曜日。 
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玉翠園の石垣を取り壊す根川ポンプ施設建設計画 
根川公園に残る玉翠園の石垣
根川公園と公園に隣接して分譲住宅が建ち並

ぶ一角（中和泉四丁目15番）は、かつて多摩川

を見下ろし富士山を遠望する景勝地でした。 

1913年、屋形船で川魚料理を供する料亭・玉
 ぎょく

翠
すい

園
えん

がこの地に開業しました。園内には下谷
し た や

区

（現・台東区）教育会の附属体育所として宿舎

が二棟建てられたほか、根川の水を引いたプー

ルも作られ、都会の子どもたちの林間学校や地

域の人たちの各種研修会に利用されました。 

現在、根川公園には玉翠園の船着き場だった

ところの石垣が一部残されています。多摩川の

玉石を利用した石垣は、堤防が作られる以前の

川での営みを示す歴史的遺産であり、訪れた人

に玉翠園の面影を伝える貴重な文化財です。 

 

加害の歴史を伝える責務 
1923年、関東大震災が起きると、復興に使う

砂利の需要が急増しました。余儀なく渡日した

朝鮮人労働者を使って砂利採掘が盛んになり、

多摩川べりに朝鮮人集落ができていきました。 

1943年、戦況が悪化するなか、玉翠園は在京

13万人の朝鮮人から供出させた寄付金で東京都

協和会に買い取られ、錬成道場になりました。

「協和」とは、朝鮮人強制連行と対
つい

をなし、朝

鮮人を「皇民」化する事業で、天皇のために死

ぬ臣民に改造する軍事教練が行われました。 

1945年、解放後に結成された在日本朝鮮人連

盟（朝連）は、玉翠園の建物を利用して中央ۿ

等学院を設立し、中堅幹部や民族学校の教員を

養成しました。日本人の学者が教壇に、地元農

家の主婦が賄いにと交流もあったようです。 

1949年、ＧＨＱと政府は朝連に団体等規制令

を適用して解散を命令。文部省は朝鮮人学校を

接収し、朝連中央ۿ等学院は閉鎖されました。 

排外主義が喧伝
けんでん

される今だからこそ、私たち

は率先して加害の歴史を伝え、多様性を尊重す

る社会を実現しなければなりません。 

 

かけがえのない石垣が解体の危機 
2019年の東日本台風により根川流域では甚大

な浸水被害が発生しました。2025年、狛江市は

災害防止のため根川公園の一部をポンプ場に変

更することを決定しました。 

市は、(1)玉翠園の石垣を解体し、取り外し

た玉石を公園整備に利用、(2)東京狛江ロータ

リークラブが設置した既存の説明看板（協和会

錬成道場と朝連中央ۿ等学院に言及なし）を公

園の復元後も設置、(3)2026年4月以降、石垣と

埋蔵文化財を発掘調査して報告書にまとめ、

(4)2027年1月に着工する計画を示しています。 

市に対して、かけがえのない文化財である玉 

翠園の石垣を残す方途を求めるとと

もに、玉翠園の加害の歴史も伝える

説明板設置を求めます。ぜひ工事を

担当する市下水道課に市民の意見を

届けましょう。   （井上和彦） 

▲玉翠園の石垣とポンプ施設のイメージ図 

▲根川公園に残る玉翠園の石垣（左手が船着き場） 

▲市下水道課の 
受付フォーム 

投稿 
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市政を考える会	 もっと狛江の街を知ろう	

第 2 回学習会「市民参加はどれだけ実現している？」 
  ①1 月 15 日（木）18:30〜20:30 中央公民館講座室 

  ②1 月 18 日（日）16:30〜18:30 中央公民館講座室

	

「市政を考える会」は市民センター改修/中央

図書館の分割・移転問題を機に集まった有志が

呼びかけ、2025年10月に立ち上げられました。	

「狛江市をどのようにしていきたいか」をテー

マに、自由に意見・情報の交換をしていこうと

いう会です。	

	第 2 回は「市民参加と市民協働条例」の解釈

変更や、地域センターなどの市の施設の登録・

利用申込みのシステム登録などで関心が持た

れている市民参加について考えました。	

	 今回は昼間参加できない方のために、同じテ

ーマで平日夜と日曜日の夕方の 2回開催としま

した。15 日は 17 名、18 日は 27 名の参加者が

熱心に学習、情報交換を行いました。	

	 はじめに周東から、市民参加の関連年表をも

とに、「市民参加と市民協働」が作られた意味

（条例前文）、参加の定義、参加が求められる

事項などの説明、条例の改訂（市民協働の主体

に事業者が加わった。2022.10）、解釈変更によ

るの参加対象から移転等の削除（2025.7）につ

いて報告。市民センターの改修に対する「市民

センターを考える市民の会」の取り組み、市の

一方的な図書館分割・移転に対する見直し要望

と住民投票条例制定の運動についてもお話し

しました。	

	 15 日には市民センターを考える会で市民提

案書づくりに関わった平井里美議員から経緯

や取り組み、18 日には鈴木悦夫元市議より、矢

野市政のときに市民参加と市民協働条例が制

定される前段として情報公開条例が作られた

こと、その後まちづくり条例も作られ、市民の

声が届けられたことなどお聞きできました。	

	 参加者からは、条例を変更せずに解釈変更で

市民参加の範囲を勝手に変更してしまったこ

とに対する異議や疑問、なんとかしなければと	

	

議会への陳情の提案も出されました。また市の

公共施設（公民館、地域センター、地区センタ

ーなど）の同一システムで運用についても多く

の声が上がりました。新システムの説明会が突

然開かれ説明されたが、地域センター利用者に

は全部パソコンでやれと言われても対応でき

ない人が大勢いる、そういう人は使うなという

ことなのか、今まで通りで受け付けて欲しいと

言っても意見は承りますしか答えないなどの

不安と不満が出されました。（幾つかの利用団

体で対応の改善を申し入れることを準備中）	

	 なるべく多くの方に発言していただけるよ

うに進めています。宣伝は公民館等の施設にチ

ラシを置いたり、市内の団体の機関紙に折り込

む、市役所前や駅頭での宣伝などを行っていま

すが、より多くの方達に知っていただく工夫が

必要だと考えています。良い知恵があったら教

えてください。	

	 次回第３回学習会は「子どもたちが生き生き

育つまちづくり」です。今年４月から施行され

る「狛江子どもの権利条例」や子どもの居場所、

学校の様子などについて。こまえ・こどもの権

利を考える会代表の太田美由紀さんと、野川の

えんがわ	こまちを運営している梶川朋さんに話

題提供をしていただきます。子育て中の方も、見

守る大人の方も、ぜひご参加ください。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （周東三和子）	

	 	

	 市政を考える会第３回学習会	

「子どもたちが生き生き育つまちづくり」	

	 	 2 月 23 日（月・祝）9:30〜11:30	
	 	 中央公民館講座室	
	 	 参加費無料	

	 	 連絡先：	立川節子	

	 	 	 	 	 stachikawa3@gmail.com	

	 	 	 	 	 080-5403-4168



 ⑧ 

  狛江の風物誌 

 

 

 

 

 
	

	

	 	 	 	 	 	 左が 11 歳になるミント	

       右が 29 歳のプリン 

1 月の９の日行動	
	 戦争なんてイヤだ！狛江市民実行委員会の

１月９日（金）行動には 15 人が参加しました。

高市政権の危険な発言や巨額の軍事費は戦争

への道、憲法を守ろうとリレースピーチしなが

ら、署名集めを行いました。記入済みだった分

も含めて 35 筆集まりました。	

	

西野川「ななの家」のポニー 

	 小足立のびのび公園で見かけたポニーの散歩姿。気性はかなり違うとのことで、
プリンはおとなしく、ミントは少し荒いとのこと。散歩中は子どもたちが寄って
きて、楽しそう。緑野小学校にも行って、子どもたちの人気者になっていた。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （和泉本町 西尾真人） 

総会開催と会費・会報支援カンパのお願い 

今年は６月 28 日投票で市長選挙が行われます。

豊かな会は「市民本位の市政」をめざし、市長選挙に

向かって議論を重ね、2026 年総会を５月半ばに開催

する予定です。３月号で開催日時をお知らせします

ので、ご参加くださいますようお願いいたします。 

豊かな会は、諸団体と協力しながら運動を続け、

情報を共有するため会報「豊かな狛江」を定期発行

しています。運営や会報発行はみなさんからの会費・

会報支援カンパで賄っています。３月号で振込用紙

を同封しますので、会費・会報支援カンパをお寄せ

てくださるようお願いいたします。 

またお知り合いの世話人にお預けくださるか、下記

に振り込んでくださってもけっこうです。 

郵便振替口座００１４０－３－７２７２５３  

加入者「豊かな狛江をつくる市民の会」 

 


